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 １／２ 

団  体  名 特定非営利活動法人 猫のシェルター アリエル 

事  業  名 シンポジウム 「ペットと暮らす小樽のまちづくり」 

実施期間  令和 3 年 10 月 3 日 

事業の目的及び

期待する効果 

今ある生活をより良いものにするための〈まちづくり〉という観点か

ら、命の大切さを多くの市民の皆さんと一緒に考える機会を作りたいと

思いました。ペットとの暮らしは、お年寄りには安らぎや生きがいを、

子供達には小さな命の重さを考えるきっかけになると考えられるからで

す。 

この度、NPO法人小樽民家再生プロジェクト様の手掛ける事業「旧寿

原邸一般公開」の公開期間中に、定期的な相談会と、こちらのイベント

を開催させていただくこととなりました。会場である旧寿原邸や水天宮

(東雲町 )周辺には飼い主不明の猫が多く、餌やりをしているお年寄りが

多い地域であることもわかりました。当団体の保護場所 (相生町 )では水

天宮付近で保護された猫が新しい家族との出会いを待っています。この

イベントを開催することを近隣五町内会の住民の方々との交流を図るき

っかけづくりとし、一人暮らしでペットを飼育しているお年寄りが健康

不安を抱えたり、孤立しないような仕組みを作る第一歩にもなると考え

ています。そして、この度の企画は「猫 」に特化したものですが、暮らし

の中のひと工夫 (食事や健康管理をはじめ餌やりのマナー等 )が、より良

いペットとの暮らしや近隣とのトラブルを防ぐことにも繋がることを、

たくさんの方々に周知できるイベントでもあると考えています。 

実 施 額 

 

事業費 

 

 

315，000円 

 

 

助成額 

 

 

230，000円 

 



事 業 内 容 

小樽市の歴史的建造物 〈旧寿原邸 〉の一般公開期間中、啓発活動を目

的とした一日限りのイベント『小樽ねこ邸 』を実施いたしました。（当初

は動物愛護週間ということもありましたが惜しくも延期になりまし

た。） 

「ペットと暮らす小樽のまちづくり」という猫に関するシンポジウムを

中心に、邸内では当団体で保護した猫のパネル展や「わが家のペット自

慢」と 

題した猫の写真展、猫が主人公の絵本や写真集を見ながら休憩できる

コーナー、猫のポストカード等の物販コーナーを設けました。 

 

 

シンポジウムでは一般的な猫の飼い方をはじめ、特に室内飼養や不妊

手術の勧め、毎日の健康管理（ワクチン接種の必要性等）について、

小樽市保健所の動物担当の方、市内のペットクリニックの先生に貴重

なお話を聞かせていただきました。 

質疑応答では参加者の方々からの様々な質問にお答えいただき、とて

も有意義な時間を過ごすことができました。 

○内容が分かる「資料やチラシ等」を添付してください 

◎事業の日程について                                           ２／２ 

 

 

 

 

 

 

月日     内容 想定事業効果 

（参加人数等） 

事業効果 

（実績） 

令和 3年 10月 3日 シンポジウム 

 「ペットと暮らす小樽のまちづくり」 

15名 15名 



 

◎事業評価について  

 １．事業の目的の達成度 

〈旧寿原邸 〉の一般公開期間中ということもあり当日の来館者数は全体で 83 名でした。   

その中にはシンポジウムの参加者 15 名、スタッフ６名も含まれますが、緊急事態宣言で会場

は何度も閉館し、イベント自体は 2 度の延期にもかかわらず、多くの方が様々なコーナーを見てく

れたことは予想以上の結果と考えています。 

２．参加した方々や、周辺の方々の満足度 

 シンポジウム参加者の方々からは、普段は聞くことができない野良猫を取り巻く環境や

それに対する保健所の取り組み、クリニックの先生の新薬や新たな治療方法などの興味深

いお話を聞くことができ、ぜひ、このような機会を増やしてほしいというご意見を多数い

ただきました。 

共催団体の小樽民家再生プロジェクトの皆さまからは、「小樽市民には動物好きが多い

ことを知った」「全く関係ないと思われた猫と歴史的建造物の雰囲気が意外と合っていた」

「市の許可次第だが猫の譲渡会等も検討しては？」等 〈旧寿原邸 〉の新たな活用方法という

だけではなく、当団体の今後の活動に対しても温かいコメントをいただきました。 

 

３．今後の事業について 

参加者の方々からは、次年度も会場の大きさに関わらずこのような機会を増やしてほしいとい

うご意見をいただきました。 

この度のような、講師の先生を迎え貴重なお話を聞かせていただくことはもちろんです

が、当団体が参加者の方々と一緒に学びを深めるための〈勉強会 〉を企画しています。ま

た、日頃は猫と接することのない方々に対し、少しでも小さな命に興味を持っていただけ

るような啓発を重視したイベントも開催したいと考えています。 

次年度も「旧寿原邸 」の一般公開期間中にぜひ！動物愛護週間に合わせたイベントを開

催させていただけるとありがたいと思います。 

 

４．「小樽市ふるさとまちづくり協働事業」に関しての要望事項等 

特にありません。 

活動初年度でわからないこともたくさんあり、お手数をおかけしました。 

この度は採択していただきありがとうございました。 

 


